
概要
この建物を形態的に特徴づけているのは屋根です。屋根の
形状は基本的には単純な切妻ですが、その南側の面を放物
線状にくり抜き園庭を作っています。建物のFLは埋蔵文化
財保護のため道路面から1m以上浮いており、園児たちは園
児室からテラスを通って階段とスロープで緩やかにすり鉢
状の園庭に降りていくような構成となっています。道路面
から見た建物は周辺の住宅の中に溶け込むようなスケール
と素材感に配慮していますが、一方園庭の囲われた空間や
南側の駅のホームなど少し高いところから見た建物は、周
辺の建物の中にあって特別な形をした屋根の形状によって、
子どもたちや見る人の記憶に残るような建物になってほし
いと考えました。
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